
 

 五島市支援行動計画【平成２２年度】 

項   目 内     容 活 動 計 画 関  係  課 
（○は主務課） H22 年度予算額 摘   要 

①陳情、要望活動の実施 ・油症被害者等の要望事項を踏まえ、国に

 対する要望活動を行います。 
・油症被害者等から、必要とする支援策の 
 内容把握に努め、政府・与党へ要望書を 
 提出します。 
 
・国及び国会議員に対して、陳情活動を行い

 ます。 

○企画課 
 健康政策課 
 
 
○企画課 

  

②油症検診、油症外来の受診

 支援 
・油症検診や油症外来の受診希望者を支援

 するとともに、受診環境の改善に取り 

 組みます。 

・県が実施する油症検診の受診を勧めるなど

 患者の受診支援を行います。 

 
 
・九州大学病院が五島中央病院で開設する 
 油症外来受診者を支援します。 

 （メディカルソーシャルワーカー、看護師）

 また、玉之浦及び奈留地区での外来開設を

 要望します。 

○健康政策課 
 玉之浦支所 
 奈留支所 

  

③カネミ油症事件の全体像 
 の解明と次世代への継承 

・カネミ油症被害資料展示コーナーの充実

 を図ります。 

 

 

 

 

 

・小中学校の授業において、カネミ油症の

 学習材を提供します。 

 

・ダイオキシン汚染など「食品公害」に 

 関する啓発活動に取り組みます。 

・カネミ油症関連図書及び映像資料の収集に

 努めます。 

 

・カネミ油症被害者支援センターが製作を 

 検討している映像資料について、参画を 

 検討します。 

 

・小学校や中学校において、ウェブ版副読本

 の積極的な活用を図ります。 

・食品公害に関する学習会など、啓発活動を

 支援します。 

○健康政策課 
 
 
 
 
 
 

○学校教育課 
 
 
○健康政策課 
 推進本部 

481,000 円  

 



 

 

項   目 内     容 活 動 計 画 関  係  課 
（○は主務課） H22 年度予算額 摘   要 

④カネミ倉庫への要請 ・カネミ油症被害者の医療関連費の適用 

 範囲等について、カネミ倉庫に要請し 

 ます。 

 

・カネミ倉庫と直接交渉を行います。 

・医療費及び医療関連費の適用範囲拡大を 

 要請します。 

 

 

・国民健康保険及び老人医療、市立替分医療

 費に関して、カネミ倉庫に経営状況の説明

 を求めるとともに、市立替分医療費を請求

 します。 

 

・受療券の利用可能医療機関拡大について 

 要請します。 

○市民課 
 健康政策課 

97,760 円  
 
 
 
平成 20 年度末時点 
請求額 
・国保分約 1､000 百万円 
・老人分 約 798 百万円 

合計 約 1,798 百万円 

⑤油症相談総合窓口の設置 ・油症被害者に対する相談窓口を設置しま

 す。 

 
 
・各機関との連携を図ります。 

・メディカルソーシャルワーカー及び看護師

 を中心として、油症被害者の相談、健康管

 理支援にあたります。 

 

・九州大学病院油症ダイオキシン研究診療 
 センターや長崎県と密に連携を図るとと 
 もに、必要に応じて「カネミ油症問題現地

 連絡会議」や管内ドクター研修会を開催 
 します。 

○健康政策課 
 
 
 
○健康政策課 

  

⑥未認定被害者に対する支援 ・未認定被害者の救済にあたり、実態の 

 更なる調査に取り組みます。 

・認定患者家族に留まらず、寄せられた情報

 に基づき、未認定被害者の実態を更に調査

 し、長崎県へ情報提供します。 

 

・長崎県が実施している調査について、連絡

 調整など継続的に協力します。 

○健康政策課   

⑦カネミ油症被害者組織への

 支援 
・カネミ油症被害者組織に対して、活動費

 の一部を助成します。 

 

 

・被害者支援体制づくりの充実を図り 

 ます。 

・カネミ油症被害者の救済策やダイオキシン

 被害の調査、研究活動を行っている被害者

 組織に対し、活動費の一部を助成します。

 

・カネミ油症被害者組織を効果的に支援する

 ため、支援体制づくりの推進と連携強化に

 努めます。 

○健康政策課 500,000 円  

 


